
 

平 成 2 7 年 3 月 期  第 2 四 半 期 決 算 に つ い て  

 
平成 26 年 10 月 31 日 

電源開発株式会社 

 

Ⅰ．概要 

 １．連結経営成績(累計) 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

27 年 3 月期 

第 2 四半期 348,661 0.5 35,959 1.1 32,449 22.5 23,992 27.3 159．89 

26 年 3 月期 

第 2 四半期 346,877 7.7 35,568 11.2 26,480 5.9 18,853 18.2  125．64 
（注）％表示は、対前年同四半期増減率 

 

 ２．連結財政状態 
 

 
総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

27 年 3 月期 

第 2 四半期 2,449,862 531,455 21.5 

26 年 3 月期 2,385,216 519,477 21.6 
 
 

Ⅱ．経営成績及び財政状態 

 １．連結経営成績 
 （１）販売電力量及び出水率 
 

    販売電力量                         （単位：百万ｋＷｈ，％） 

 
26年 3月期 
第 2四半期 

27年 3月期 
第 2四半期 

増減 

(A) (B) (B-A) (B-A)/A 
 

電気事業 

 

32,929 

 

30,680 

 

△2,248 

 

△6.8 

 卸電気事業 32,007 29,611 △2,396 △7.5 

 
 水力 4,790 5,028 237 5.0 

 火力 27,216 24,583 △2,633 △9.7 

 その他の電気事業 921 1,069 147 16.0 

海外事業 1,242 2,999 1,756 141.4 

合  計 34,171 33,679 △491 △1.4 

 
    出 水 率                               （単位：％） 

 
26年 3月期 
第 2四半期 

27年 3月期 
第 2四半期 

増減 

(A) (B) (B-A) 

出 水 率 91 89 △2 
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 （２）収益 

   卸電気事業の火力発電所利用率が前年同期を下回ったことや、燃料価格の低下及び松浦火力発電所2号機

低圧タービンロータ落下事故の影響等により減少したものの、タイ国ノンセンガス火力発電所1号系列が本

年 6月に営業運転を開始したこと及び昨年順次営業運転を開始した同国 7ＳＰＰが期間を通して稼働したこ

と等により、売上高（営業収益）は、前年同期に対し 0.5％増加の 3,486億円となりました。これに営業外

収益を加えた四半期経常収益は、前年同期に対し0.5％増加の3,593億円となりました。 
 

 （３）費用 

   卸電気事業の燃料費が燃料価格及び火力発電所利用率の低下に伴い減少したものの、ノンセンガス火力発

電所 1号系列の営業運転開始及び 7ＳＰＰが期間を通して稼働したことに伴う燃料費の増加等により、営業

費用は前年同期に対し0.4％増加の3,127億円となりました。これに営業外費用を加えた四半期経常費用は、

為替差損の減少等により、前年同期に対し1.3％減少の3,269億円となりました。 
 
 （４）利益 

   経常利益は前年同期に対し22.5％増加の324億円となり、法人税等を差し引いた四半期純利益は、前年同

期に対し27.3％増加の239億円となりました。 

 

 ２．連結財政状態 
 （１）資産の部 
   資産については、タイ国プロジェクトの建設工事進捗等に伴い、前年度末から 646億円増加し 2兆 4,498

億円となりました。 
 
 （２）負債の部 

   負債については、前年度末から526億円増加し1兆9,184億円となりました。このうち、有利子負債額は

前年度末から504億円増加し1兆7,004億円となりました。なお、有利子負債額のうち2,592億円（うち海

外事業2,573億円）はノンリコースローン（責任財産限定特約付借入金）です。 
 
 （３）純資産の部 

   純資産については、四半期純利益の計上等により、前年度末から119億円増加し5,314億円となり、自己

資本比率は、前年度末の21.6％から21.5％となりました。 

 

 ３．配当 
   当中間配当額は、１株につき35円といたします。 

 
 

Ⅲ．連結業績予想 

 （１）第2四半期(累計)業績予想と実績との差異 

   平成26年5月29日に公表しました第2四半期(累計)業績予想と実績値に差異が生じました。この差異の

理由は、国内子会社における一部費用の繰延や海外子会社における外貨建債務の為替評価益が増加したこと

等によるものです。 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

5月29日公表値 3,510億円  290億円  210億円  150億円  

実 績 値 3,486億円  359億円  324億円  239億円  

増 減 額 △23億円  69億円  114億円  89億円  

 
 （２）通期の業績予想 

   平成 26年5月29日に公表した業績予想に変更はありません。 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

通 期 7,320億円  570億円  450億円  330億円  
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